
○農 学 部 
 
農学部（共同獣医学科を除く）では高等学校教諭１種免許状（理科・農業）が取得可能です。そのためには下

記のように修得する必要があります。 
 ①基礎資格（「学士の学位」）を有している 
 ②下記に示した A表から２６単位と B表から３５単位以上の合計６１単位以上を修得している 
 ③教養教育科目から決められた科目と単位数を修得している 
  （Ⅷ教育職員免許状・各種資格の取得方法（Ⅷ-1 ページ） を参照） 
 
詳細については，1 年次前期に開講する「教職入門」で説明するので，免許取得希望者は必ず「教職入門」を

履修申告のうえ受講してください。 
       
 Ａ表 教職に関する科目及び修得単位数 

 
免許法施行規則に規定される科目 授業科目名 

履修 
年次 

履修 
時期 

最低修得単位数 

農業 理科 

 
 

教 
職 
に 
関 
す 
る 
科 
目 

教育の基礎的理
解に関する科目 

教職の意義及び教員の役
割・職務内容（チーム学
校 運 営 へ の 対 応 を 含
む。） 
※「（学校と地域との連携及び

学校安全への対応を含む。）」

を含む。 

教職入門 １ 前期 ２ ２ 

教育の理念並びに教育に
関する歴史及び思想 
※「教育に関する社会的、制度

的又は経営的事項」を含む。 

※「（チーム学校運営への対応

を含む。）」を含む。 

教育概論 ２～ 前期 ２ ２ 

教育に関する社会的、制
度的又は経営的事項（学
校と地域との連携及び学
校 安 全 へ の 対 応 を 含
む。） 

教育法規 ２～ 前期 
１科目 
選択 

 
    ２ 

１科目 
選択 

 
    ２ 

学校経営・制度論 ２～ 後期 

幼児、児童及び生徒の心
身の発達及び学習の過程 教育・学校心理学 １～ 後期     ２     ２ 

特別の支援を必要とする
幼児、児童及び生徒に対
する理解 

特別支援教育 ２～ 前期     ２     ２ 

道徳、総合的な
学習の時間等の
指導法及び生徒
指導、教育相談
等に関する科目 

総合的な探究の時間の指
導法 

総合的な学習の時間の
理論と実践 

２～ 後期     ２     ２ 

特別活動の指導法 
特別活動の理論と方法 １～ 後期     ２     ２ 

教育の方法及び技術 
※「教育課程の意義及び編成の

方法（カリキュラム・マネジメ

ントを含む。）」を含む。 

教育課程・教育方法論 ２～ 前期     ２     ２ 

情報通信技術を活用した
教育の理論及び方法 

教育における ICT 活用
法 

３～  １ １ 

生徒指導の理論及び方法 
進路指導及びキャリア教
育の理論及び方法 

生徒指導・進路指導 １～ 後期     ２     ２ 

教育相談（カウンセリン
グに関する基礎的な知識
を含む。）の理論及び方
法 

教育相談 １～ 後期     ２     ２ 

教育実践に関す
る科目 

教育実習 教育実習（教育実習事
前事後指導含む） 
（注１・注２） 

３～４      ３     ３ 

教職実践演習（中・高） 
教職実践演習 ４ 

後期 
集中 

    ２     ２ 

Ａ表  小    計 ２６ ２６ 
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Ｂ表 教科及び教科の指導法に関する科目及び修得単位数 

 

免許法施行規則に規定される科目 授業科目名 
履修 
年次 

履修 
時期 

開設科目単位数によ
る最低修得単位数 

農業 理科 

 
 

教 
科 
及 
び 
教 
科 
の 
指 
導 
法 
に 
関 
す 
る 
科 
目 

理科に関する専門的
事項（注４） 

物理学 
 
化学 
 
生物学 
 
地学 
 
「物理学実験(コンピュ
ータ活用を含む。)、 
 化学実験(コンピュー
タ活用を含む。)、 
 生物学実験(コンピュ
ータ活用を含む。)、 
 地学実験(コンピュー
タ活用を含む。)」 

物理学入門 ※ 
 
化学入門  ※ 
 
生物学入門 ※ 
 
地学入門  ※ 
 
基礎物理学実験 
 
基礎化学実験 
 
基礎生物学実験 

  

 
    ２ 

 
    ２ 

 
    ２ 

 
    ２ 

 
  このう 
  ちから 
     １ 

理科の関係科目 （注３）      ２２ 

理科の指導法（情報
通信技術の活用を含
む。） 

 
理科教育法Ⅰ 
 
理科教育法Ⅱ 

２～ 
 

２～ 

前期 
 

後期 

 
２ 

 
２ 

農業に関する専門的
事項 農業の関係科目 （注３）     ２９  

職業指導 職業指導 １～ 
前期 
集中 

    ２  

農業の指導法（情報
通信技術の活用を含
む。） 

 
農業教育法Ⅰ 
 
農業教育法Ⅱ 

２～ 
 

２～ 

前期 
 

後期 

２ 
 

２ 
 

Ｂ表  小    計 ３５ ３５ 

 

Ａ表 Ｂ表    合   計 ６１ ６１ 

 

（注１）教育実習について 
１）教育実習は４年次の６～９月頃に２週間の日程で行います。実習校は原則として各自の出身高等学校
とします。 

     ３年次の４月下旬～５月上旬にガイダンスを行ったうえで，７月頃に，実習校への大学からの依頼文
を配布し，希望者が実習校に持参することにしていますが，実習生の受入人数を制限している学校があ
るので，実習を希望する学生は，２年次の終わり頃に出身校に連絡を取り，受け入れ手続きの確認をし
ておいてください。 

   ２）実習のほかに事前指導（３年次・４年次）と事後指導（４年次）を必ず受ける必要があります。日程
は掲示でお知らせしますので，注意してください。 

（注２）教育実習実施にあたっては，下記の条件を全て満たしていなければなりません。 
      １）卒業見込の者（研究室配属されていること） 
      ２）教職に関する科目の単位の１／２以上（１３単位以上）を取得していること 
      ３）教科に関する科目の単位の１／２以上（１８単位以上）を取得していること 
   ４）実習で実施する教科の教育法を２単位以上修得していること 
   ５）「生徒指導・進路指導」又は「教育相談」の単位を修得していること 
      ６）教育実習事前指導を受講していること 
（注３）理科及び農業の関係科目に対応する授業科目については，農学部専門教育科目履修表の備考欄の教員免

許法上の科目の表示を確認し，所属学科（食料生産環境学科は他のコースも含む。）の科目を修得して
ください。 

    なお，各学科で指定されている免許を取得するための必修科目（「必一」が記載された科目）を必ず履
修してください。（食料生産環境学科は，所属コース以外の必修科目も必ず履修してください。） 

（注４）Ｂ表の理科に関する専門的事項のうち，物理学，化学，生物学及び地学の科目として履修する科目は，
※印の授業科目が必修科目（一般的包括的内容を含む科目）です。 

 
○教員免許状授与申請について 
免許状は都道府県の教育委員会に必要書類を取りそろえて申請することによって授与されます。 
卒業時に岩手県教育委員会に一括して申請しますので，希望者は必要書類を学生センターＡ棟④番窓口に提出
して下さい。 
必要書類や提出の日程については冬季休業前に掲示します。 
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３．農学部専門教育科目履修表

植物生命科学科

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専門基礎科目 基礎数学入門 2 ○

線形代数学入門 2 ○

微分積分学入門 2 ○

物理学入門 2 ○ 物必一 ※1(注1)

物理学 2 ○ 物　　 ※1(注1)

化学入門 2 ○ 化必一 ※2(注1)

化学 2 ○ 化　　 ※2(注1)

生物学入門 2 ○ 生必一 ※3(注1)

生物学 2 ○ 生　　 ※3(注1)

地学入門 2 ○ 地必一

生物統計学 2 ○

基礎数学演習 1 ○

基礎物理学実験 1 ○ 物実（注2）

基礎化学実験 1 ○ 化実（注2）

基礎生物学実験 1 ○ 生実（注2）

6 （注３）

学部共通科目 総合フィールド科学 2 ○

総合フィールド科学実習 1 ○

地域おこし論 2 ○

インターンシップ 1 ★

科学英語 2 ○

科学文献読解法 2 ○

海外特別実習 1 ★ ★ ★ ★ ★ ★

卒業研究 6 ○ ○ ○

専門重点科目 農学概論 2 ○ 農必一

作物栽培学 2 ○ 農

食用作物学Ⅰ 2 ○ 農

食用作物学Ⅱ 2 ○ 農

園芸学Ⅰ 2 ○ 農

園芸学Ⅱ 2 ○ 農

園芸学Ⅲ 2 ○ 農

基礎遺伝学 2 ○ 生

植物育種学Ⅰ 2 ○ 農

植物育種学Ⅱ 2 ○ 生

遺伝育種学 2 ○ 生

環境植物生理学 2 ○ 生

General Plant Biology 2 ○

植物生理学 2 ○ 生

植物病理学Ⅰ 2 ○ 生

植物病理学Ⅱ 2 ○ 生

植物ウイルス学 2 ○ 生

応用昆虫学Ⅰ 2 ○ 生

応用昆虫学Ⅱ 2 ○ 生

昆虫生理学 2 ○ 生

農業経済学 2 ○ 農

食料・農業政策論 2 ○ 農

農業経営学 2 ○ 農

植物生命科学実験Ⅰ 1 ○ 生実

植物生命科学実験Ⅱ 1 ○ 生実

植物生命科学実験Ⅲ 1 ○ 農

植物生命科学実験Ⅳ 1 ○ 農

農学のための倫理 1 ○

植物生命科学と倫理 1 ○

農業時事演習 1 ○

植物生命科学演習Ⅰ 1 ○

備考区分 授業科目
単位数

履修年次
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１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

備考区分 授業科目
単位数

履修年次

植物生命科学演習Ⅱ 1 ○

フィールド管理学 2 〇 農

農場実習Ⅰ 1 ○ 農

農場実習Ⅱ 1 ○ 農

農場特別実習 1 ★

生化学Ⅰ 2 ○ 化

生化学Ⅱ 2 ○ 化

分子生物学Ⅰ 2 ○ 生

専門展開科目 土壌資源利用論 2 ○ 農

遺伝子工学 2 ○ 生

細胞生物学 2 ○ 生

植物栄養学・肥料学 2 ○ 農

植物栄養生理学 2 ○

生化学Ⅲ 2 ○ 化

分子生物学Ⅱ 2 ○ 生

基礎分析化学 2 ○ 化

農業気象・環境学 2 ○ 農

有機化学概論 2 ○ 化

植物ストレス応答学 2 ○

微生物学概論 2 ○ 生

生鮮食品保存科学 2 ○

必要修得単位数 53 38

合計必要修得単位数

○　専門基礎科目の履修について

（注1）※1 の科目については，どちらか一つの科目しか修得できません。

　　　 ※2 の科目については，どちらか一つの科目しか修得できません。

　　　 ※3 の科目については，どちらか一つの科目しか修得できません。

（注2）基礎物理学実験，基礎化学実験及び基礎生物学実験の３科目から必ず１科目以上を修得しなければなりません。

（注3）専門基礎科目の選択単位については（注2）の実験を含め６単位以上修得しなければなりません。

○　その他の注意事項

　①　この表に記載されていない教職科目を除く「農学部専門教育科目」「他学部専門教育科目（卒業要件外として開講

　　している科目は除く）」「国際教育科目」「いわて高等教育コンソーシアム単位互換科目」「他大学及び海外協定大学

　　で修得した科目のうち本学部で認めた科目」について修得した単位は１０単位を上限として卒業に必要な単位として

　　認めます。

　②　★印は集中講義での実施を示します。○★印は，通常時間割の実習と集中的に行う実習を組み合わせて実施すること

　　を示します。（○印の通常時間割科目でも集中講義で開講する場合があります。）

　③　教職免許法上の科目は次のように表示します。

　　　理科（物理学：物必一・物，化学：化必一・化，生物学：生必一・生，地学：地必一・地,「物理学実験，化学実験，

　　　　　　生物学実験，地学実験」：物実・化実・生実・地実）

　　　農業：農必一・農

　　　物必一・化必一・生必一・地必一：理科の免許を取得するための必修科目です。

　　　農必一：農業の免許を取得するための必修科目です。

　　　（「必一」が付された科目（物必一・化必一・農必一等）は，一般的包括的な内容を含む科目です。詳しくは教育

　　　職員免許状・各種資格の取得方法のページを参照してください。）

　④　編入学生は専門基礎科目以外の科目を修得してください。

91
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応用生物化学科

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専門基礎科目 基礎数学入門 2 ○ 　　　※1(注1)

線形代数学入門 2 ○ 　　　※1(注1)

微分積分学入門 2 ○ 　　　※1(注1)

生物統計学 2 ○ 　　　※1(注1)

基礎数学演習 1 ○ 　　　※1(注1)

物理学入門 2 ○ 物必一 ※2(注1)

基礎物理学実験 1 ○ 物実　※2(注1)

物理学 2 ○ 　　　※2(注1)

化学入門 2 ○ 化必一 ※3(注1)

化学 2 ○ 　　　※3(注1)

生物学入門 2 ○ 生必一 ※4(注1)

基礎生物学実験 1 ○ 生実　※4(注1)

生物学 2 ○ 　　　※4(注1)

地学入門 2 ○ 地必一 ※5(注1)

基礎化学実験 1 ○ 化実

5 （注１）

学部共通科目 総合フィールド科学 2 ○

総合フィールド科学実習 1 ○

地域おこし論 2 ○

インターンシップ 1 ★

科学英語 2 ○ ○

科学文献読解法 2 ○

海外特別実習 1 ★ ★ ★ ★ ★ ★

卒業研究 6 ○ ○ ○

専門重点科目 有機化学概論 2 ○ 化，食必

生化学Ⅰ 2 ○ 化，食必

基礎分析化学 2 ○ 化，食必

生化学Ⅱ 2 ○ 化，食必

土壌資源利用論 2 ○ 農

食品化学・食品学 2 ○ 化，食必

食品化学工学 2 ○ 農，食必

天然物化学 2 ○ 化，食必

微生物学概論 2 ○ 生，食必

栄養化学・栄養学 2 ○ 化，食必

分子生物学Ⅰ 2 ○ 生，食必

植物栄養生理学 2 ○ 農必一，食必

細胞生物学 2 ○ 生，食

農学のための倫理 1 ○

ケミカルバイオロジー 2 ○ 生，食必

微生物生理学 2 ○ 生，食必

植物栄養学・肥料学 2 ○ 農，食

食品衛生学 2 ○ 農，食必

生化学Ⅲ 2 ○ 化，食

食品加工物理化学 2 ○ 農，食

遺伝子工学 2 ○ 生，食

分子生物学Ⅱ 2 ○ 生，食

公衆衛生学 1 ★ 食

機器分析化学 2 ○ 化，食必

産業微生物学 2 ○ 生，食

土壌環境微生物学・生化学 2 ○ 農，食

美味学 2 ○ 農

食品保蔵学 2 ○ 農，食

食品機能学 2 ○ 農，食

植物ストレス応答学 2 ○ 農
応用生物化学プレゼンテーション演習 1 ○

応用生物化学演習Ⅰ 1 ○

応用生物化学演習Ⅱ 1 ○

応用生物化学実験Ⅰ 3 ○ 食必

応用生物化学実験Ⅱ 5 ○ 食必

区分 授業科目
単位数

備考

履修年次
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１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

区分 授業科目
単位数

備考

履修年次

専門展開科目 植物生理学 2 ○ ○ ○

環境植物生理学 2 ○ ○ 生

General Plant Biology 2 ○ ○ ○

林産化学 2 ○ ○ ○

作物栽培学 2 ○ ○ ○ ○ 農

食用作物学Ⅰ 2 ○ ○ ○ 農

植物育種学Ⅰ 2 ○ ○ ○ 農

植物病理学Ⅰ 2 ○ ○ ○ 生

応用昆虫学Ⅰ 2 ○ ○ ○ 生

農業経済学 2 ○ ○ ○ 農

農産食品プロセス工学 2 ○ ○ 食

生鮮食品保存科学 2 ○ ○ 食

動物資源利用学Ⅰ 2 ○ ○ 農，食

動物資源利用学Ⅱ 1 ○ ○ 農，食

水産微生物学 2 ○ ○ ○ 食

水産食品加工学 2 ○ ○ 食

水産食品化学 2 ○ ○ ○ 食

生命情報学 2 ○ ○ ○

医薬科学 2 ○ ○

必要修得単位数 57 34

合計必要修得単位数

○　専門基礎科目の履修について

（注1）専門基礎科目の選択単位については，数学領域（※1），物理領域（※2），化学領域（※3），生物領域（※4），

　　　地学領域（※5）から３領域５単位以上を修得しなければなりません。

○　その他の注意事項

　①　この表に記載されていない教職科目を除く「農学部専門教育科目」「他学部専門教育科目（卒業要件外として開講

　　している科目は除く）」「国際教育科目」「いわて高等教育コンソーシアム単位互換科目」「他大学及び海外協定大学

　　で修得した科目のうち本学部で認めた科目」について修得した単位は１０単位を上限として卒業に必要な単位として

　　認めます。

　②　★印は集中講義での実施を示します。○★印は，通常時間割の実習と集中的に行う実習を組み合わせて実施すること

　　を示します。（○印の通常時間割科目でも集中講義で開講する場合があります。）

　③　食必・食は，食品衛生管理者及び食品衛生監視員の資格取得のため必要な科目です。食必は必修，食は選択で

　　必修・選択をあわせて４０単位以上修得しなければなりません。

　④　教職免許法上の科目は次のように表示します。

　　　理科（物理学：物必一・物，化学：化必一・化，生物学：生必一・生，地学：地必一・地,「物理学実験，化学実験，

　　　　　　生物学実験，地学実験」：物実・化実・生実・地実）

　　　農業：農必一・農

　　　物必一・化必一・生必一・地必一：理科の免許を取得するための必修科目です。

　　　農必一：農業の免許を取得するための必修科目です。

　　　（「必一」が付された科目（物必一・化必一・農必一等）は，一般的包括的な内容を含む科目です。詳しくは教育

　　　職員免許状・各種資格の取得方法のページを参照してください。）

　⑤　編入学生は専門基礎科目以外の科目を修得してください。
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森林科学科

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専門基礎科目 基礎数学入門 2 ○ 測必

線形代数学入門 2 ○ 測

微分積分学入門 2 ○ 測

物理学入門 2 ○ 物必一，測

物理学 2 ○ 物，測

化学入門 2 ○ 化必一

化学 2 ○ 化

生物学入門 2 ○ 生必一

生物学 2 ○ 生

地学入門 2 ○ 地必一，測

生物統計学 2 ○ 測必

基礎数学演習 1 ○ 測

基礎物理学実験 1 ○ 物実　(注1),測

基礎化学実験 1 ○ 化実　(注1)

基礎生物学実験 1 ○ 生実　(注1)

4 3 （注２）

学部共通科目 総合フィールド科学 2 ○

総合フィールド科学実習 1 ○

地域おこし論 2 ○

インターンシップ 1 ★

科学英語 2 ○

科学文献読解法 2 ○ ○

海外特別実習 1 ★ ★ ★ ★ ★ ★

卒業研究 6 ○ ○ ○

専門重点科目 森林科学入門 2 ○ 農必一

森林科学基礎演習 1 ○ 農必一

木材と住宅 2 ○

森林計測学 2 ○ 造，測必

林業・木材産業論 2 ○ 農

森林測量学Ⅰ 2 ○ 農必一，測必

森林測量学実習Ⅰ 2 ○★ 農，測必

環境防災学 2 ○ 農，造

樹木学 2 ○ 生，樹，造

樹木学実習 1 ○ 生実，樹，造

暖帯林概論 1 ★ 鹿児島大学で開講

森林科学研修 1 ★

技術者倫理入門 2 ○

林産化学 2 ○

森林・雪氷水文学 2 ○ 造，測

山村経済・地域おこし論 2 ○ 農

森林測量学Ⅱ 2 ○ 農必一，測必

森林測量学実習Ⅱ 2 ○ 農，測必

森林利用学 2 ○ 農，造，測必

地域生態系保全論 2 ○ 生，樹

野生動物管理学 2 ○ 生，樹，造

森林保全生態学 2 ○ 生，樹

森林バイオマスの成分利用 2 ○ 農

森林化学演習 1 ○ 化実

砂防学 2 ○ 農，造，測必

森林利用学実習 2 ○★ 農，造，測必

海外・日本の林業 2 ○

森林政策学 2 ○ 農，造

森林造成学 2 ○ 樹，造

森林造成学実習 2 ○ 農，樹，造

森林計測学実習 1 ○ 測必

自然環境保全論 2 ○ 農必一，樹

ＮＰＯ・環境ガバナンス論 2 ○

野生動物管理学実習 1 ★ 生実，樹，造

備考区分 授業科目
単位数

履修年次
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１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

備考区分 授業科目
単位数

履修年次

環境と樹木の生理 2 ○ 生，樹，造

森林保護学 2 ○ 樹，造

森林科学応用演習Ⅰ 1 ○

砂防学実習 1 ○ 造，測必

森林計画学 2 ○ 測

データ分析演習 1 ○ 測

森林科学応用演習Ⅱ 1 ○

公開森林実習 1 ★ ★ ★ ★ ★ ★

専門展開科目 応用昆虫学Ⅰ 2 ○ ○ 生，樹，造

植物生理学 2 ○ ○ 生，樹

植物病理学Ⅰ 2 ○ ○ 生，樹

植物病理学Ⅱ 2 ○ ○ 生，樹

有機化学概論 2 ○ ○ ○ 化

天然物化学 2 ○ ○ 化

生化学Ⅰ 2 ○ ○ ○ 化

微生物学概論 2 ○ ○ 生

分子生物学Ⅰ 2 ○ ○ 生

機器分析化学 2 ○ 化

応用力学 2 ○ ○ ○ 測

応用数学 2 ○ ○ ○ 測

構造力学 2 ○ ○ ○ 測

水理学 2 ○ ○ ○ 測

緑地環境学 2 ○ ○

施設開発管理学 2 ○ ○ 農

地域景観保全論 2 ○ ○ 農，造，測
フィールドロボティクス及び農作業安全 2 ○★ ○★ ○★ 農

必要修得単位数 59 32

合計必要修得単位数

○　専門基礎科目の履修について

（注1）基礎物理学実験，基礎化学実験及び基礎生物学実験の３科目から１科目以上を修得しなければなりません。

（注2）専門基礎科目の選択単位については（注1）の実験を含め３単位以上修得しなければなりません。

○　その他の注意事項

　①　当学科は日本技術者認定機構（ＪＡＢＥＥ）で認定された技術者教育プログラムです。ＪＡＢＥＥの学習・教育目標

　　については，学科紹介の「森林科学科」のページ（Ⅵ-5～6）を参照してください。

　②　この表に記載されていない教職科目を除く「農学部専門教育科目」「他学部専門教育科目（卒業要件外として開講

　　している科目は除く）」「国際教育科目」「いわて高等教育コンソーシアム単位互換科目」「他大学及び海外協定大学

　　で修得した科目のうち本学部で認めた科目」について修得した単位は１０単位を上限として卒業に必要な単位として

　　認めます。

　③　★印は集中講義での実施を示します。○★印は，通常時間割の実習と集中的に行う実習を組み合わせて実施すること

　　を示します。（○印の通常時間割科目でも集中講義で開講する場合があります。）

　④　備考欄の，樹は樹木医補申請に必要な科目です。

　　　備考欄の，造は１級・２級造園施工管理技士の受験資格申請に関係する科目です。

　⑤　教職免許法上の科目は次のように表示します。

　　　理科（物理学：物必一・物，化学：化必一・化，生物学：生必一・生，地学：地必一・地,「物理学実験，化学実験，

　　　　　　生物学実験，地学実験」：物実・化実・生実・地実）

　　　農業：農必一・農

　　　物必一・化必一・生必一・地必一：理科の免許を取得するための必修科目です。

　　　農必一：農業の免許を取得するための必修科目です。

　　　（「必一」が付された科目（物必一・化必一・農必一等）は，一般的包括的な内容を含む科目です。詳しくは教育

　　　職員免許状・各種資格の取得方法のページを参照してください。）

　⑥　編入学生は当学科を選択できません。

　⑦　測量士補資格申請に関係する科目については備考欄に下記のとおり記載しています。

　　　　測必・・・測量士補資格申請のための必修科目です

　　　　測　・・・測量士補資格申請のための選択科目です

　　　測量士補資格申請のためには，「測必」の科目と「測」の科目を合わせて３０単位以上修得する必要があります。
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食料生産環境学科　農村地域デザイン学コース

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専門基礎科目 基礎数学入門 2 ○ ※1(注1)，測

線形代数学入門 2 ○ ※1(注1)，測

微分積分学入門 2 ○ ※1(注1)，測

物理学入門 2 ○ 物必一、測必

物理学 2 ○ 物 ※2(注2),測

化学入門 2 ○ 化必一 ※2(注2)

化学 2 ○ 化 ※2(注2)

生物学入門 2 ○ 生必一 ※2(注2)

生物学 2 ○ 生 ※2(注2)

地学入門 2 ○ 地必一 ※2(注2),測

生物統計学 2 ○ ※1(注1)，測

基礎数学演習 1 ○ ※1(注1)，測

基礎物理学実験 1 ○ 物実，測必

基礎化学実験 1 ○ 化実 ※2(注2)

基礎生物学実験 1 ○ 生実 ※2(注2)

3 6 （注３）

学部共通科目 総合フィールド科学 2 ○

総合フィールド科学実習 1 ○

地域おこし論 2 ○

インターンシップ 1 ★

科学英語 2 ○

科学文献読解法 2 ○

海外特別実習 1 ★ ★ ★ ★ ★ ★

卒業研究 6 ○ ○ ○

学科共通科目 食料生産環境学概論 2 ○

応用数学 2 ○ 測必

応用力学 2 ○ 農，測必

情報処理演習 1 ○ 測必
専門重点科目 構造力学 2 ○ 農，測必

構造力学演習 1 ○ 測

土質力学 2 ○ 農，測必

土質力学演習 1 ○ 測

測量学 2 ○ 農必一，測必

測量学基礎実習 1 ○ 農必一，測必

測量学フィールド実習 1 ○ 農，測必

地理情報処理学 2 ○ 農，測必

地理情報処理演習 1 ○ 農，測

スマート農業概論 2 ○ 農

水理学 2 ○ 農、測必

水資源論 2 ○ 農

水理学実験演習 1 ○ 農，測

土壌物理学 2 ○ 物，測必

施設開発管理学 2 ○ 農

水文・水利学 2 ○ 農

農地工学 2 ○ 農必一，測必

土壌・土質実験 1 ○ 地実，測

材料実験 1 ○ 農

地域デザイン論 2 ○ 農，測必

環境防災学 2 ○

農村計画学 2 ○ 農

緑地環境学 2 ○

地域生態系保全論 2 ○ 生

地域景観保全論 2 ○ 農

地域振興政策論 2 ○

海外農林開発論 2 ★

環境修復学 2 ○

農村地域デザイン学演習 1 ○ 測必

備考区分 授業科目
単位数

履修年次
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１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

備考区分 授業科目
単位数

履修年次

農村地域デザイン実践論 2 ○

農村地域デザイン学セミナー 1 ○

専門展開科目 作物栽培学 2 ○ ○ ○ ○

農業経済学 2 ○ ○ ○ 農

農業気象・環境学 2 ○ ○ ○ 農，測

栽培施設学Ⅰ 2 ○ ○ ○ 農必一

食料・農業政策論 2 ○ ○ 農

農業動力利用学 2 ○ ○ ○ 農

土壌資源利用論 2 ○ ○ ○

土壌環境微生物学・生化学 2 ○ ○

栽培施設学Ⅱ 2 ○ ○ 農

有機化学概論 2 ○ ○ ○ ○ 化

天然物化学 2 ○ ○ ○ 化

基礎分析化学 2 ○ ○ ○ 化

機器分析化学 2 ○ ○ 化

食品化学工学 2 ○ ○ ○

食品加工物理化学 2 ○ ○

木材と住宅 2 ○ ○ ○

野生動物管理学 2 ○ ○ ○ 生

砂防学 2 ○ ○ 農，測
農業循環工学 2 ○ ○ ○ 農
ＮＰＯ・環境ガバナンス論 2 ○ ○

必要修得単位数 52 39

合計必要修得単位数

○　専門基礎科目の履修について

（注1）数学領域（※1）から４単位以上を修得しなければなりません。

（注2）理科領域（※2）から２単位以上を修得しなければなりません。

（注3）専門基礎科目の選択単位については，上記（注1）および（注2）で修得した単位を含め，６単位以上修得しなけれ

　　　ばなりません。

○　その他の注意事項

　①　この表に記載されていない教職科目を除く「農学部専門教育科目」「他学部専門教育科目（卒業要件外として開講

　　している科目は除く）」「国際教育科目」「いわて高等教育コンソーシアム単位互換科目」「他大学及び海外協定大学

　　で修得した科目のうち本学部で認めた科目」について修得した単位は１０単位を上限として卒業に必要な単位として

　　認めます。

　②　★印は集中講義での実施を示します。○★印は，通常時間割の実習と集中的に行う実習を組み合わせて実施すること

　　を示します。（○印の通常時間割科目でも集中講義で開講する場合があります。）

　③　教職免許法上の科目は次のように表示します。

　　　理科（物理学：物必一・物，化学：化必一・化，生物学：生必一・生，地学：地必一・地,「物理学実験，化学実験，

　　　　　　生物学実験，地学実験」：物実・化実・生実・地実）

　　　農業：農必一・農

　　　物必一・化必一・生必一・地必一：理科の免許を取得するための必修科目です。

　　　農必一：農業の免許を取得するための必修科目です。

　　　（「必一」が付された科目（物必一・化必一・農必一等）は，一般的包括的な内容を含む科目です。詳しくは教育

　　　職員免許状・各種資格の取得方法のページを参照してください。）

　④　編入学生は専門基礎科目以外の科目を修得してください。

　⑤　測量士補資格申請に関係する科目については備考欄へ下記のとおり記載しています。

　　　　測必・・・測量士補資格申請のための必修科目です

　　　　測　・・・測量士補資格申請のための選択科目です

　　　測量士補資格申請のためには，「測必」の科目と「測」の科目を合わせて３０単位以上修得する必要があります。
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食料生産環境学科　食産業システム学コース

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専門基礎科目 基礎数学入門 2 ○ ※1(注1)

線形代数学入門 2 ○ ※1(注1)

微分積分学入門 2 ○ ※1(注1)

物理学入門 2 ○ 物必一

物理学 2 ○ 物 ※2(注2)

化学入門 2 ○ 化必一 ※2(注2)

化学 2 ○ 化 ※2(注2)

生物学入門 2 ○ 生必一 ※2(注2)

生物学 2 ○ 生 ※2(注2)

地学入門 2 ○ 地必一 ※2(注2)

生物統計学 2 ○ ※1(注1)

基礎数学演習 1 ○ ※1(注1)

基礎物理学実験 1 ○ 物実

基礎化学実験 1 ○ 化実 ※2(注2)

基礎生物学実験 1 ○ 生実 ※2(注2)

3 6 （注３）

学部共通科目 総合フィールド科学 2 ○

総合フィールド科学実習 1 ○

地域おこし論 2 ○

インターンシップ 1 ★

科学英語 2 ○

科学文献読解法 2 ○

海外特別実習 1 ★ ★ ★ ★ ★ ★

卒業研究 6 ○ ○ ○

学科共通科目 食料生産環境学概論 2 ○

応用数学 2 ○

応用力学 2 ○ 農

情報処理演習 1 ○

専門重点科目 ６次産業化論 2 ○

栽培施設学Ⅰ 2 ○ 農必一

農業気象・環境学 2 ○ 農

栽培施設学Ⅱ 2 ○ 農

スマート農業概論 2 ○ 農

農作業システム学 2 ○ 農

農業動力利用学 2 ○ 農
フィールドロボティクス及び農作業安全 2 ○★ 農

農業循環工学 2 ○ 農

機械と施設の設計 2 ○ 農

ものづくり実習 1 ○

ポストハーベスト工学 2 ○ 農必一

熱工学 2 ○ 物

農産食品プロセス工学 2 ○ 農

生鮮食品保存科学 2 ○ 生

農業経済学 2 ○ 農

農業経営学 2 ○ 農

食料・農業政策論 2 ○ 農

農業時事演習 1 ○

食産業システム学実験Ⅰ 1 ○

食産業システム学実験Ⅱ 1 ○

食産業システム学演習 1 ○

農場実習Ⅰ 1 ○

専門展開科目 作物栽培学 2 ○ ○ ○ ○

基礎遺伝学 2 ○ ○ ○ 生

フィールド管理学 2 ○ ○ ○

食用作物学Ⅰ 2 ○ ○ ○

園芸学Ⅰ 2 ○ ○

園芸学Ⅱ 2 ○ ○

園芸学Ⅲ 2 ○ ○

備考区分 授業科目
単位数

履修年次
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１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

備考区分 授業科目
単位数

履修年次

植物育種学Ⅰ 2 ○ ○ 農

植物病理学Ⅰ 2 ○ ○ 生

応用昆虫学Ⅰ 2 ○ ○ 生

植物生理学 2 ○ ○ 生

農場実習Ⅱ 1 ○

農場特別実習 1 ★

制御工学 2 ○

ロボティクス工学 2 ○

土質力学 2 ○ ○ ○ 農

地域生態系保全論 2 ○ ○ ○ 生

地理情報処理学 2 ○ ○ 農

水資源論 2 ○ ○ ○ 農

水理学 2 ○ ○ ○ 農

土壌物理学 2 ○ ○ ○ 物

農地工学 2 ○ ○ 農必一

農村計画学 2 ○ ○ ○ 農

土壌資源利用論 2 ○ ○ ○

植物栄養学・肥料学 2 ○ ○

食品化学工学 2 ○ ○ ○

食品化学・食品学 2 ○ ○ ○ 化

微生物学概論 2 ○ ○ ○

食品機能学 2 ○ ○

食品保蔵学 2 ○ ○

美味学 2 ○ ○

食品衛生学 2 ○ ○

公衆衛生学 1 ★ ★

必要修得単位数 51 40

合計必要修得単位数

○　専門基礎科目の履修について

（注1）数学領域（※1）から４単位以上を修得しなければなりません。

（注2）理科領域（※2）から２単位以上を修得しなければなりません。

（注3）専門基礎科目の選択単位については，上記（注1）および（注2）で修得した単位を含め，６単位以上修得しなけれ

　　　ばなりません。

○　その他の注意事項

　①　この表に記載されていない教職科目を除く「農学部専門教育科目」「他学部専門教育科目（卒業要件外として開講

　　している科目は除く）」「国際教育科目」「いわて高等教育コンソーシアム単位互換科目」「他大学及び海外協定大学

　　で修得した科目のうち本学部で認めた科目」について修得した単位は１０単位を上限として卒業に必要な単位として

　　認めます。

　②　★印は集中講義での実施を示します。○★印は，通常時間割の実習と集中的に行う実習を組み合わせて実施すること

　　を示します。（○印の通常時間割科目でも集中講義で開講する場合があります。）

　③　教職免許法上の科目は次のように表示します。

　　　理科（物理学：物必一・物，化学：化必一・化，生物学：生必一・生，地学：地必一・地,「物理学実験，化学実験，

　　　　　　生物学実験，地学実験」：物実・化実・生実・地実）

　　　農業：農必一・農

　　　物必一・化必一・生必一・地必一：理科の免許を取得するための必修科目です。

　　　農必一：農業の免許を取得するための必修科目です。

　　　（「必一」が付された科目（物必一・化必一・農必一等）は，一般的包括的な内容を含む科目です。詳しくは教育

　　　職員免許状・各種資格の取得方法のページを参照してください。）

　④　編入学生は専門基礎科目以外の科目を修得してください。
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食料生産環境学科　水産システム学コース

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専門基礎科目 基礎数学入門 2 ○

線形代数学入門 2 ○

微分積分学入門 2 ○

物理学入門 2 ○ 物必一 ※1(注1)

物理学 2 ○ 物　　 ※1(注1)

化学入門 2 ○ 化必一 ※2(注1)

化学 2 ○ 化　　 ※2(注1)

生物学入門 2 ○ 生必一 ※3(注1)

生物学 2 ○ 生　　 ※3(注1)

地学入門 2 ○ 地必一

生物統計学 2 ○

基礎数学演習 1 ○

基礎物理学実験 1 ○ 物実（注2）

基礎化学実験 1 ○ 化実（注2）

基礎生物学実験 1 ○ 生実（注2）

6 （注３）

学部共通科目 総合フィールド科学 2 ○

総合フィールド科学実習 1 ○

地域おこし論 2 ○

インターンシップ 1 ★

科学英語 2 ○

科学文献読解法 2 ○

海外特別実習 1 ★ ★ ★ ★ ★ ★

卒業研究 6 ○ ○ ○

学科共通科目 食料生産環境学概論 2 ○

応用数学 2 ○

応用力学 2 ○ 農

情報処理演習 1 ○

専門重点科目 ６次産業化論 2 ○

水産科学入門 2 ○

水産増殖学 2 ○

水産動物学 2 ○

水産植物学 2 ★

水族ゲノム生物学 2 ○

水族生理学 2 ○

漁業資源生態学 2 ○

水圏環境学 2 ○

数理漁業資源学 2 ○

水産食品加工学 2 ○

水産食品化学 2 ○

水産微生物学 2 ★

ミクロ経済学入門 2 ○

経営管理学入門 2 ○

地域振興経済・政策論 2 ○

自然環境論 2 ○

環境経済学・資源経済学入門 2 ○

水産物流・マーケティング論 2 ○

水産制度学 2 ○

水産政策学 2 ○

コミュニケーション論 1 ○

水産生物学実験 1 ○

分析化学実験 1 ★

海洋実習Ⅰ 1 ★

海洋実習Ⅱ 1 ★

漁村調査実習 1 ★

漁具漁法概論 2 ★ 釜石から遠隔授業

漁業資源管理学 2 ○

区分 授業科目
単位数

備考

履修年次
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１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

区分 授業科目
単位数

備考

履修年次

水産生命科学特別講義 2 ★ 釜石から遠隔授業

水産システム学演習Ⅰ 1 ○

水産システム学演習Ⅱ 1 ○

専門展開科目 基礎遺伝学 2 ○ 生

熱工学 2 ○ 物

農産食品プロセス工学 2 ○ 農

生鮮食品保存科学 2 ○ 生

地域デザイン論 2 ○ 農

地域生態系保全論 2 ○ 生

遺伝子工学 2 ○

基礎分析化学 2 ○ 化

細胞生物学 2 ○

食品衛生学 2 ○

食品化学・食品学 2 ○ 化

食品機能学 2 ○

食品加工物理化学 2 ○

公衆衛生学 1 ★

生化学Ⅰ 2 ○

食品化学工学 2 ○

食品保蔵学 2 ○

ＮＰＯ・環境ガバナンス論 2 ○

動物組織学 1 ★

動物発生学 1 ○

ロボティクス工学 2 ○

制御工学 2 ○

必要修得単位数 52 39

合計必要修得単位数

○　専門基礎科目の履修について

（注1）※1 の科目については，どちらか一つの科目しか修得できません。

　　　 ※2 の科目については，どちらか一つの科目しか修得できません。

　　　 ※3 の科目については，どちらか一つの科目しか修得できません。

（注2）基礎物理学実験，基礎化学実験及び基礎生物学実験の３科目から必ず１科目以上を修得しなければなりません。

（注3）専門基礎科目の選択単位については（注2）の実験を含め６単位以上修得しなければなりません。

○　その他の注意事項

　①　この表に記載されていない教職科目を除く「農学部専門教育科目」「他学部専門教育科目（卒業要件外として開講

　　している科目は除く）」「国際教育科目」「いわて高等教育コンソーシアム単位互換科目」「他大学及び海外協定大学

　　で修得した科目のうち本学部で認めた科目」について修得した単位は１０単位を上限として卒業に必要な単位として

　　認めます。

　②　★印は集中講義での実施を示します。○★印は，通常時間割の実習と集中的に行う実習を組み合わせて実施すること

　　を示します。（○印の通常時間割科目でも集中講義で開講する場合があります。）

　③　教職免許法上の科目は次のように表示します。

　　　理科（物理学：物必一・物，化学：化必一・化，生物学：生必一・生，地学：地必一・地,「物理学実験，化学実験，

　　　　　　生物学実験，地学実験」：物実・化実・生実・地実）

　　　農業：農必一・農

　　　物必一・化必一・生必一・地必一：理科の免許を取得するための必修科目です。

　　　農必一：農業の免許を取得するための必修科目です。

　　　（「必一」が付された科目（物必一・化必一・農必一等）は，一般的包括的な内容を含む科目です。詳しくは教育

　　　職員免許状・各種資格の取得方法のページを参照してください。）

　④　編入学生は専門基礎科目以外の科目を修得してください。
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動物科学科

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専門基礎科目 基礎数学入門 2 ○

線形代数学入門 2 ○

微分積分学入門 2 ○

物理学入門 2 ○ 物必一

化学入門 2 ○ 化必一

生物学入門 2 ○ 生必一

地学入門 2 ○ 地必一

生物統計学 2 ○

基礎数学演習 1 ○

基礎物理学実験 1 ○ 物実（注1）

基礎化学実験 1 ○ 化実（注1）

基礎生物学実験 1 ○ 生実（注1）

物理学 2 ○ 物

化学 2 ○ 化

生物学 2 ○ 生

6 （注２）

学部共通科目 総合フィールド科学 2 ○

総合フィールド科学実習 1 ○

地域おこし論 2 ○

インターンシップ 1 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

科学英語 2 ○

科学文献読解法 2 ○

海外特別実習 1 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

卒業研究 6 ○ ○ ○

専門重点科目 動物科学総論 2 ○ 農必一

実験動物学概論 1 ○ 生

動物生理学Ⅰ 2 ○ 生

動物生理学Ⅱ 2 ○ 生

動物形態学Ⅰ 2 ○ 農

動物形態学Ⅱ 2 ○ 農

動物組織学 1 ★ 生

動物遺伝育種学 2 ○ 農，人

動物発生学 1 ○ 生

動物生殖学 2 ○ 生，人

動物生殖学各論 1 ○ 農，人

家畜生殖技術論 1 ○ 農

動物栄養学 2 ○ 農，人

飼料機能学 2 ○ 農，人

家畜飼養学 2 ○ 農

愛玩動物栄養学 1 ○

草地学 2 ○ 農

動物管理学 2 ○ 農必一，人

動物行動学 2 ○ 農

動物園学 1 ★

野生動物学 1 ★

動物資源利用学Ⅰ 2 ○ 農，人

動物資源利用学Ⅱ 1 ○ 農

農学のための倫理 1 ○

動物科学実験Ⅰ 3 ○ 農，人

動物科学実験Ⅱ 3 ○ 農，人

牧場実習 1 ★ 農必一，人

専門展開科目 農業経営学 2 ○ ○ 農

食品化学工学 2 ○ ○ ○ 農

応用昆虫学Ⅰ 2 ○ ○ ○ 生

食品化学・食品学 2 ○ ○ ○ 化

生化学Ⅰ 2 ○ 化

生化学Ⅱ 2 ○ ○ ○ 化

備考区分 授業科目
単位数

履修年次
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１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

備考区分 授業科目
単位数

履修年次

野生動物管理学 2 ○ ○ ○ 生

分子生物学Ⅰ 2 ○ ○ ○ 生

遺伝子工学 2 ○ ○ 生

細胞生物学 2 ○ ○ ○ 生

食品保蔵学 2 ○ ○ 農

地域生態系保全論 2 ○ ○ ○ 生

基礎遺伝学 2 ○ 生

微生物学概論 2 ○ ○ ○ 生

植物栄養学・肥料学 2 ○ ○ 農

有機化学概論 2 ○ ○ ○

植物生理学 2 ○ ○ ○ 生

天然物化学 2 ○ ○ ○ 化

美味学 2 ○ ○

公衆衛生学 1 ★ ★

必要修得単位数 49 42

合計必要修得単位数

○　専門基礎科目の履修について

（注1）基礎物理学実験，基礎化学実験及び基礎生物学実験の３科目から必ず１科目以上を修得しなければなりません。

（注2）専門基礎科目の選択単位については（注1）の実験を含め６単位以上修得しなければなりません。

○　その他の注意事項

　①　この表に記載されていない教職科目を除く「農学部専門教育科目」「他学部専門教育科目（卒業要件外として開講

　　している科目は除く）」「国際教育科目」「いわて高等教育コンソーシアム単位互換科目」「他大学及び海外協定大学

　　で修得した科目のうち本学部で認めた科目」について修得した単位は１０単位を上限として卒業に必要な単位として

　　認めます。

　②　★印は集中講義での実施を示します。○★印は，通常時間割の実習と集中的に行う実習を組み合わせて実施すること

　　を示します。（○印の通常時間割科目でも集中講義で開講する場合があります。）

　③　教職免許法上の科目は次のように表示します。

　　　理科（物理学：物必一・物，化学：化必一・化，生物学：生必一・生，地学：地必一・地,「物理学実験，化学実験，

　　　　　　生物学実験，地学実験」：物実・化実・生実・地実）

　　　農業：農必一・農

　　　物必一・化必一・生必一・地必一：理科の免許を取得するための必修科目です。

　　　農必一：農業の免許を取得するための必修科目です。

　　　（「必一」が付された科目（物必一・化必一・農必一等）は，一般的包括的な内容を含む科目です。詳しくは教育

　　　職員免許状・各種資格の取得方法のページを参照してください。）

　④　人：家畜人工授精師養成講習会(各都道府県が開催：卒業後に受講可能)における一部講義の免除指定科目。

　⑤　編入学生は専門基礎科目以外の科目を修得してください。
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